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図 1:

チックシンチレータを置き、これらの conincidenceを triggerとして、カロリーメータ、トラッ
カーのデータ取得を行なった。従って、ある配置でカロリーメータに入るビームのひろがりは
10mm×10mmにしぼられている。この状態で typical 10000 triggerのデータを取得し、これを
1 RUNとした。カロリーメータ全面にビームを照射するため、可動テーブルを動かして異なる
位置に対して RUNを重ねていった。
実際にはカロリーメータの全面に照射することはできなかったことと、10mm×10mmの領域
の中にもビームプロファイルによるむらがあったことから、ビーム照射に nonuniformityが存
在した。この効果は「結果」の節のMC計算に考慮されている。なお、今回の場合、むらを考
慮することで装置の分解能が劣化した。装置は本質的に「結果」の節で述べたよりもすぐれた
分解能をもつはずである (0.5%くらいのレベルの話)。

3 粒子数への変換
2004年の試験では、PMTのサチュレーション領域を用いて実験を行なわざるを得なかった。

PMTへの入射光量に対するADC値の関係は、MC計算によって求めた粒子数と実験によって
得られた ADC値の関係をなめらかにつなぐ曲線を描くことで求めた。
図 4は、このカーブがなめらかに描けた例 (下図)とばらつきが大きい例 (上図)。20mmと

40mmのタワーでは、同じ PMTを交換して実験を行なったので、1本の PMT について 2タ


